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マルチホスト接続によるオンライン端末利用
一久保田鉄工株式会社での事例-
MultiHostComputerLinkageSYStemOfWorkstation2050/32forKUBOTA,Ltd.

システムの分散化やOAシステムの進歩によって,利用部門に設置される端末

台数は日々増加の傾向にある｡また,それらを推進する上で重要なのは,エン

ドユーザーにとって使いやすい環境を提供することである｡

久保田鉄工株式会社では,いつでも(端末台数の確保)･容易に(操作性),使

えることを配慮し,業務固有の端末機やOA機器を設置していた｡しかし,操作

の統一化･システムの統合化･省スペース実現の点で問題があった｡

そこで,クリエイティブワークステーション2050/32のマルチホスト機能を活

用し,一台四役の機能を採用して問題解決を図った｡また,クリエイティブワ

ークステーション2050/32の多機能活用によってネットワークの相互運用性を高

め,今後のシステム高度化への基盤とした｡

n 緒 言

製造業では,受注に始まり生産･出荷に至るまでの各部門

で,コンピュータの利用が行われている｡

久保田鉄工株式会社では,企業活動のフレキシビリティを

確保するため,コンピュータの分散化を進め,工場生産管理

システムを分散コンピュータで運用し,販売･人事･会計な

どの全社業務をホストコンピュータで運用している｡

さらに,外部団体･関連企業との情報交換も盛んであり,

企業間ネットワーク･企業内ネットワークを構築し,コンピ

ュニケーション※)を確立している｡

今回,久保田鉄工株式会社A工場(以下,A工場と言う｡)の分

散機で,複数の他事業所をアクセスするため,ネットワーク端

末としてクリエイティブワークステーション2050/32のマルチ

ホスト機能を採用したものである｡その結果,4種の端末機能を

1台のクリエイティブワークステーション2050/32で代替し,設

置スペースの問題･操作上の問題などを一挙に解決し,さらに

パーソナルユースによる業務の効率向上を図ることができた｡

田 システム概要と導入の背景

2.1 システム概要

久保田鉄工株式会社では,クボタシステム開発株式会社(昭

※) コンピュニケーション:コンピュータとコミュニケーション

の組み合わせという意味である｡
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和62年久保田鉄工株式会社から分社独立)にIBM社製コンピ

ュータをホストコンピュータとして設置している｡各工場に

は,分散コンピュータとして日立製作所製コンピュータを導

入し,生産管理システムが稼動している｡

今回紹介するA工場では,久保田鉄工株式会社内燃機器事

業部の関連4工場と協力して生産管理システムの基本処理方

式を統一し,自工場の生産活動に沿った変更を加え,独自の

工場システムを構築した｡

さらに,IBMホストコンピュータで稼動中の販売･購買･

原価･会計の各システムとタイムリーな情報交換を行う目的

で,ネットワークシステムを形成した(図り｡

2.2 導入の背景

A工場は,内燃機器事業部の主力工場として,農業機械の製

造を行っている｡今回,多量の製造品目･部品点数を管理し,

製品のタイムリーな生産･供給･資材手配を実現するため,

ラインを含め合理化推進に重点を置いた生産管理システムを

構築した｡

その中の一環として,各コンピュータシステムに接続して

いるオンライン端末やOA機器(以下,各端末と略す｡)を統合

化し,将来的にもシステムの拡充に伴う各端末の増加に歯止

めをかけることにした｡各部門で,用途ごとに設置している

各端末台数を表1に示す｡
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クボタシステム開発株式会社

lBM社
ホスト

コンピュータ

MVS/XA

日立製作所

ホスト

コンピュータ

VOS3

(昭和63年10月設置)

日立製作所端末総台数
(ビデオデータターミナル)

328台

久保田鉄工株式会社

日立製作所

分散コンピュータ

VOS3系×4式

日立製作所

分散コンピュータ

VOSl系×6式

日立製作所

分散コンピュータ

VOSO系×2式

注:略語説明 MVS/XA(lBM社オペレーティングシステム)

VOS3(日立大形オペレーティングシステム)

VOSl(日立中形オペレーティングシステム)

VOSO(日立小形オペレーティングシステム)

図l工場分散システムネットワーク 本図は旧Mホストコンピ

ュータと日立分散コンピュータのネットワークを示Lたものであり,全
社ネットワーク･部門ネットワークは省略している｡

表IAエ場内設置各端末台数 各端末を目的別に設置しており,

合計193台となっている｡

部 門
lBM

A工場用端末
関連工場用 自工場用

ホスト用端末 端 末 OA機器

イ 3 8

口 7 6 5

ノヽ l l l

l 2 2 l

ホ 3 2 2

へ 2 3 6

卜 29 12

チ 12 2

リ 11 l 42

その他 2 7 19

合 計 39 62 4 88

8 導入の目的

各端末の利用目的は,以下の4分類となり,目的別に使い

勝手の良い機器を選定し設置していた｡

(1)A工場生産管理システム用オンライン端末

(2)久保田鉄工株式会社B工場(以下,B工場と言う｡)生産管

理システム用オンライン端末

(3)IBMホストコンピュータシステム用オンライン端末

(4)部門OA用のパーソナルコンピュータ,ワードプロセッサ

しかし,異機能･異機種の各端末が氾濫(はんらん)すると,
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クボタシステム開発棟式会社

lBMホスト

コンピュータ

④
⑧
⑥
⑥

Aエ場生産管理システム用端末

IBMホストコンピュータ用端末

B工場生産管理システム用端末
部門用OA機器

久保田鉄工株式会社
A工場

日立製作所

分散コンピュータ
④

⑧

⑥

＼∈塾プ
部門①===(可

クボタシステム開発株式会社

lBMホスト

コンピュータ

くフ

久保田鉄工秩式会社A工場

日立製作所､､-一

分散コンピュータ

2050/32

④～⑬

部門①……桓)

久保田鉄工株式会社
Bエ場

日立製作所

分散コンピュータ

クリエイティブワーク

ステーション2050/32
で一台四役

久保田鉄工株式会社Bエ場

日立製作所

分散コンピュータ

図2 クリエイティブワークステーション2050/32一台四彼の活用

方法 目的別の各端末設置からクリエイティブワークステーション

2050′/32の多機能性を生かし,一台四役の活用を採用した｡

キーボード仕様･操作仕様が異なり,オペレーション負荷の

増大や設置スペース面でロスが発生する｡

このため,クリエイティブワークステーション2050/32の多

機能性を生かし,端末設置台数の伸びをコントロールする目

的で,一台四役の活用を試験実施することにした｡

クリエイティブワークステーション2050/32の活用機能を以

下に示す｡

(1)560/20DSC(DataStreamCompatible)機能を活周し,A

工場生産管理システム用端末とする｡

(2)マルチホスト接続機能を活用し,B工場生産管理システム

用端末とする｡

(3)3270EMP(EmulationProgram)機能を活用し,IBMホス

トシステム用端末とする｡

(4)OFIS-EV(Office Automation andIntelligence

SupportSoftware-ExcellentView)シリーズによるOA機能

を活用し,部門OA用機器とする｡

一台四役の活用方法を図2に示す｡

b 活用方法と操作事例

4.1活用方法

クリエイティブワークステーション2050/32は,最大4セシ

ョンの同時動作が可能であり,アイコン操作とウインドウ切

r)替えで容易に操作できる｡これにより,セットアップ時の

オンライン端末定義で表2の割り当てを行い,柑Mホストコ

ンピュータとB工場分散コンピュータ,A工場分散コンビュー



クボタシステム開発株式会社

MVS/×A(+ES2)

ACF/VTAM

CICS A

CICS B

CICS C

久保田鉄工株式会社B工場

VOSりES

ES/HCAM

DCCM3

対話(ES/忙X)
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N
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プl

口C

グA
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ム

し卜)･lBMホストコンピュータシステム

と接続

②Aエ場生産管理システムと接続

③B工場生産管王里システムと接続

久保田鉄工株式会社A工場

VOS3/SP21

E
C
S
/
N
C
P

｢ほ

巨CS/VTAM

二次局プログラム

DCCM3

TSS

3270EMPにより

IBM端末にエミュ
レート

2050

…一く三重)

QJ

マルチホスト接
続によりB工場
と接続

注:略語説明

MVS/×A(旧M社オペレーティングシステム)

ACF/VTAM(旧M社通信管理プログラム)

ACF/NCP(lBM社通信網制御プログラム)

CICS(lBM社オンラインコントロールプログラム)

VOS3/SP21(日立大形オペレーティングシステム)

ECS/VTAM(日立大形通信管理プログラム)

ECS/NCP(日立大形通信網制御プログラム)

DCCM3(日立オンラインコントロールプログラム)

VOSl/ES(日立中形オペレーティングシステム)

巨S/HCAM(日立中形通信管‡里プログラム)

lCAプログラム(日立中形通信網制御プログラム)

巨S/lEX(日立中形対話処王里プログラム)

3270巨MP(3270エミュレート70ログラム)

図3 ネットワークの接続方式と関連ソフトウェア クリエイテ

ィブワークステーション2050/32のマルチホスト機能により,クボタシ

ステム開発株式会社および久保田鉄工株式会社A工場･日工場の各コンピ

ュータ用端末となる｡

タとB工場分散コンピュータの組み合わせで,同時動作を可能

とした｡

さらに,OFIS-EVシリーズでのOA機能についても同時活

用ができることから,幅広い利用が可能になっている｡IBM

ホストコンピュータ,分散コンピュータ,クリエイティブワ

ークステーション2050/32の接続方式と関連ソフトウェアを

図3に示す｡

4.2 操作事例

(1)IBMホストコンピュータとB工場分散コンピュータのオン

ライン処理操作(図4)

(2)A工場分散コンピュータとB工場分散コンピュータのオン

ライン処理操作(図5)

8 今後の展望と課題

クリエイティブワークステーション2050/32の一台四役活用
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表2 クリエイティブワークステーション2050/32のオンライン端

末定義と活用方法 IBMホストコンピュータとB工場分散コンピュー

タ,A工場分散コンピュータとB工場分散コンピュータの組み合わせで同

時動作が可能である｡

接続システム

クリエイテイ

ブワークステ

-ン′ヨン

2050/32

機能

セションNo. 同時動作

ビデオ プリンタ ケース① ケース(彰

旧Mホストコ

ンピュータシ

ステム

32了OEMP l 2 ○ ×

A工場生産管
理システム

560/20DSC l 2 × ○

B工場生産管
理システム

マルチホスト 3 4 ○ ○

注:略語説明 EMP(Emulation Program)

DSC(Data Stream Compatible)

① ′oFIS∫をログイン後,lBMホス

トビデオのアイコンをマウスで

ピックする｡

←+Aエ場分散コンピュータの二次局プ

ログラムを経由して,lBMホスト

コンピュータ内オンラインシステム

とセションが確立され,オンライン

システムのメニュー画面が表示され
る｡

｢
② 業務開始

(旧Mホストコンピュータオン

ラインシステム)

I
③ マウスにより′oFIS′のウインド

ウヘ切り替え,B工場ビデオの

アイコンをマウスでピックする｡

＋____+
マルチホスト接続機能により,Bエ場
内オンラインシステムとセションが

確立され,オンラインシステムのメ

ニュー画面が表示される｡

｢
④ 業務開始

(B工場コンピュータオンライン

システム)

l

⑤ マウスによりウインドウ操作を

し,lBMホストコンピュータオ

ンライン画面とB工場コンピュ

ータオンライン画面を同時表示
する｡

-___+

図41BMホストコンピュータとBエ場分散コンピュータのオンラ

イン処理操作 クリエイティブワークステーション2050/32のマルチ

ホスト機能により,lBMホスト用端末とBエ場生産管理用端末の処理を

同時に行う｡
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を試験実施した結果,オンライン端末としての挽作は,既設

置のT-560/20端末と操作方法は異なるが,エンドユーザーか

ら｢使い勝手,レスポンス性の点でも良好+との評価を得て

いる｡

また,クボタシステム開発株式会社では,昭和63年10月に

日立製作所製ホストコンピュータを導入し,分散コンピュー

タのプログラム開発･保守,リソース管理,ネットワークの

集中制御を行うことにした｡これによ-)日立ホストコンピュ

ータを管理機として,IBMホストコンピュータと高速回線で

接続し,従来の分散コンピュータネットワークを日立ホスト

コンピュータに集中させる計画である｡さらに,複雑化する

ネットワークを管理機で中継し,クリエイティブワークステ

ーション2050/32の多機能活用との組み合わせで,高効率なシ

ステム形成が実現できると考えている(図6)｡

0 ′oF】S′をログイン後,A工場ビ

デオアイコンをマウスでピック

するっ

一_+
Aエ場内オンラインシステムとセシ

ョンが確立され,オンラインシステ

ムのメニュー画面が表示される｡

｢
② 業務開始

(A工場コンピュータオンライン

システム)

l
③ マウスにより'oFIS′のウインド

ウヘ切り替え,B工場ビデオのア

イコンをマウスでピックする｡

一_ +

マルチホスト接続機能により,Bエ
場内オンラインシステムとセション

が確立され,オンラインシステムの

メニュー画面が表示される｡

(図4の4枚目の写真と同一)

I
(郵 業務開始

(B工場コンピュータオンライン

システム)

l
⑤ マウスによりウインドウ操作を

L,A工場コンピュータオンラ

イン画面とBエ場コンピュータ

オンライン画面を同時表示する｡

←+
図5 Aエ場分散コンピュータとB工場分散コンピュータとのオン

ライン処理操作 クリエイティブワークステーション2050/32のマル

チホスト機能により,A工場生産管理用端末とBエ場生産管理端末の処

王里を同時に行う｡
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lBMホストコンピュータ 工場分散コンピュータ

MVS/×A
l① 2050

VOSl系

ACF/〉TAM ES/HCAM

③

2

HCAM/
CHF

RESP

CICS

④ HIFIT

050

3270EMP2

H凧T/MVS② 5(ミODSC2

④DCCM3

日立ホストコンビ.1一夕

VOS3/SP21 VOS3系

ECS/VTAM ECS/VTAM

通

DCCM3

⑧

二次局
プログラム

-__■■1′■一
ノー

RESP

0

HIFIT
⑧

TSS

′-

一一一

N巨TM/OP

イ

05

日

⑥DCCM3

lBMホストコンピュータとの ホストコンピュータとの通信

①
②
③
④

リモートバッチ処理

ファイル伝送処理

3270端末処理

CICSoDCCM3AP間通信

④ホスト端末から分散磯アク
セス

(昏分散磯端末からホストアク
セス

⑥分散機端末から別分散機ア
クセス

注:略語説明

HIFIT/MVS(MVS下で動作する日立ファイル伝送プログラム)

NETM/OP(日立ネットワーク運用支援プログラム)

HCAM/CHF(日立ネットワークニ次局プログラム)

RESP(リモートバッチ端末プログラム)

HIFIT(ファイル伝送プログラム)

3270EMP2〔3270エミュレート(スルー)70ログラム〕

560DSC2(560/20データストリームスループログラム)

図6 工場分散ネットワークの将来展望 日立ホストコンピュー

タを中継機として,高効率なシステム形成が実現できる｡

凶 結 言

分散処理を進めている久保田鉄工株式会社では,ネットワ

ークの相互運用性(インターオペラビリティ)が重要な課題と

なっている｡

クリエイティブワークステーション2050/32の多機能活用を

A工場の事例で述べたが,1台のワークステーションによる多

機能処理は,相互運用性の先鞭(べん)をつけるものと期待さ

れる｡今後は,OSI(OpenSystemsInterconnection)の導入

検討をも含め,全社ネットワークを見直し,ネットワークを媒

体とした企業内および関連企業体との情報結合を進め,CIM

(ComputerIntegratedManufacturing)への展開を図る考え

である｡

さらに,ワークステーションの高機能化を有効活用すべく,

業務の改善･OAの統合化を目指す予定である｡




